
　 2年iA物理Ⅱ　 実験ワークシート  　 　 　 　 　 　 　 「ドップラー効果」 

 

１．目的 

 　 ドップラー効果を観測し、物体の速さを求める。

 

２．測定器具 

　 マイク、ソフト「 WaveSpectra  」（マイクはタブレットパソコンのマイクの両脇にある）

　 スピーカー（２６００ Hz  程度）※必ず正確な値を測定すること

 　 糸、巻き尺（開始点に注意）、ストップウォッチ、電卓

 

 ３．測定１

　 Wave Spectra を起動し、ひもにつけたスピーカーを回転させて振動数の最大値、最小値を読み

 取る。読み取った結果をドップラー効果の公式に当てはめ、スピーカーの速さを求める。

 

 

  

 

 　

 

 

※回転半径ｒの値が小さいと、 WaveSpectra が振動数の変化を追い切れないため、ｒ＝５０ cm　

 　 以上で適度に調整すること。

※ WaveSpectra  画面イメージ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４．測定２（３．の測定結果の検証）

　 ストップウォッチでスピーカーの回転周期または１ｓあたりの回転数が分かれば、等速円運動の

式からスピーカーの速さを計算することが可能である。測定１測定２でのスピーカーの速さが同じで

 あるように各自で工夫すること。

 

３．測定１，２で得た結果を比較し、その差について考察せよ。「丁寧に測定する」「回数を重ねて

 　 誤差を減らす」のは当然のことである。考察に入れる必要はない。
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WaveSpectra  設定方法

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ファイルは Teams ＿ R7  ＿２年理型＿一般　

 



　 2年iA物理Ⅱ　 実験ワークシート  　 　 　 　 　 　 　 「ドップラー効果」 

 

 １．結果

 

測定１   ※以下の枠は各自で工夫して使うこと

 

 ※計算　 （どのようなデータを使ったか分かるように綺麗に記すこと）

 

 

 

 

 

 

測定１の結果

 

測定２  ※以下の枠は各自で工夫して使うこと

 

 ※計算　 （どのようなデータを使ったか分かるように綺麗に記すこと）

 

 

 

 

 

測定２の結果



 ２．測定において工夫した点

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３．考察

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (評価基準)

ミニマムサクセス フルサクセス エクストラサクセス

知識･理解 測定１ができた 測 定 １ 測 定 ２ と も に で き 測定１測定２ともにでき

た た

思考力･判断 測定１からスピーカーの 測定１測定２の結果を比 実験の比較から何らか

力･表現力 速度を求めた 較できた の考察を得た

主体 的に学習 ワ ー ク シ ー ト を 提 出 で 実験の考察が書けている ワークシートが全て書け

に取り組む力 きた てある。

 

 

 

 

         　 　 　 　         組　 　 　 番　 氏名　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  



Second Grade Physics "Experiments on the Doppler effect" Worksheet 

●,●,●, 20●● 

●● High School 

 

Glossary 

English  Units 
Pronunciation 

in Japanese Hiragana Kanji 

sound wave   ompa or oto おんぱ or おと 音波 or 音 

frequency 𝑓 Hz shindosu しんどうすう 振動数 

wavelength 𝜆 m hacho はちょう 波長 

speed of sound 

(through the air) 

𝑉 m/s (kukichu no) 

onsoku 

（くうきちゅうの） 

おんそく 

（空気中の） 

音速 

the Doppler effect   Doppler koka どっぷらーこうか ドップラー効果 

source   ongen おんげん 音源 

detector   kansokusha かんそくしゃ 観測者 

 

Review / Principle 

When the source moves relative to the air and the detector is stationary relative to the air, the motion 

changes the wavelength of the sound wave and thus the detected frequency. 

𝑓 =
𝑉

𝑉 ± 𝑣
𝑓0 

 

 

 
 

Equipments : electronic buzzer (as the sound source, 𝑓0≒2600Hz), 

Microsoft Surface / FFT application “Wave Spectra” (as the detector) 

string,  measure,  calculator,  stopwatch,  thermometer 

 

Method :  1. Rotate the electronic buzzer. 

2. Use the Wave Spectra to detect the maximum and minimum frequencies. 

3. Use the Doppler effect formula to determine the speed of the electronic buzzer. 

4. Determine the speed of the electronic buzzer with a stopwatch and compare it with 

the result in step 3. 

 

Notes : 

 

 

 

 

 

 

 

Class (        ) Number (        ) Name (                                 ) 

Activity Use the Doppler effect to determine the speed of the sound source. 

𝑓0 : the emitted frequency 

𝑓 : the detected frequency 

𝑉 : the speed of sound through the air 

𝑣 : the source’s speed 


